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論文審査の結果の要旨 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、間質性肺炎の病理組織に対して人工知能（AI）を用いて定量

的、客観的に分析し、かつ、その手法が通常型間質性肺炎（UIP）の診断・

予後予測に有用であることを検証しようとしたもので、目的は十分に妥当

である。 

 

 ２ 研究手法に関する評価 

    長崎大学に単施設からコンサルテーションされた間質性肺炎症例を対

象として、AIモデルが抽出した特徴量をクラスタリングし、2名の病理医

がこれらを再統合する独自の手法を構築した。この手法を新規症例に適用

し、UIP の存在診断および予後予測の性能を検証し、また本手法により抽

出された病理学的所見と生存期間との関連を検討しており、研究手法も妥

当である。 

 

 ３ 解析・考察の評価 

  上記手法で解析した結果、間質性肺炎の病型ごとに特徴的な病理学的所

見の局在を明瞭に描出可能であった。新規症例における検証では、UIPモ

デルの予測精度は、ROC曲線下面積が 0.90, 0.86と高く、UIP予測群は、

非 UIP予測群と比べて有意に予後不良であった。また、生命予後に関連す

る因子として、線維化細胞巣、弾性線維の凝集、リンパ球集簇が同定され

た。 

 

以上のように本論文は、呼吸器病理学の発展に貢献するところが大で

あり、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断し

た。 

 

 


